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●●●●し 抄ぼ虫

18世紀英国名文選
―マイクロフィルム資料の中のFieldingとSterneその他

坂　本　　　武　

教養書の流行の時代

　18 世紀のイギリス出版文化の中に“Beauties”
―「詞華集」あるいは「名文選」―という一種の
教養書のシリーズがある。青年子女の教養の涵養を
意図された、イギリスの文人たちの名言や印象的な
一節を集めたアンソロジーである。おそらくは名門
のパブリックスクールの学生などが読む副読本のよ
うな役割が期待されたものと思われる。その編集の
特徴として、キーワードあるいはトピックがアルフ
ァベット順に分類されている。シェイクスピア名文
選などは、作品のタイトル中の中心的な言葉を基本
にしてアルファベット順に並べてある。従ってこの
名文選は、作家別の文章の「百科事典」といっても
よい。今日の引用句事典の原型であり、イギリスに
おける辞典・事典の出版文化史の中に位置づけるこ
とも可能である。百科事典のはじめが、1728 年の
エフレイム・チェインバーズ Ephraim Chambersの
『サイクロペディア』Cyclopaedia であり、また『ブ
リタニカ百科事典』Encyclopaedia Britannica の
初版が出たのが 1768 年から 71 年にかけてであるこ
とを考えれば、名文選の編集者たちもこうしたいわ
ば「知の集積」に対する同時代的関心を共有してい
たと想像することができる。さらに言えば、フラン
ス啓蒙思想の精華というべき『百科全書』（1751 ～
72）の大事業からの影響も合わせて想像するとよい。
　関大図書館蔵の「18 世紀マイクロフィルム・コ
レクション」から代表的な例を見てみると、以下の
ようなものがある。（タイトルの後の括弧の中に出
版年と請求用のリール番号を付す。）即ち、
　The Beauties of Shakespeare

 （1773: reel 11042, no. 01； その他）
　The Beauties of Dr. Johnson

 （1797: reel 4374, no. 07； その他）
　The Beauties of Dr. Goldsmith

 （1782: reel 9193, no. 06； その他）
　The Beauties of Fielding

 （1792: reel 2264, no. 14； その他）
　The Beauties of Sterne

 （1783: reel 7131, no. 03； その他）
などである。
　ところで私の手元に 18 世紀を代表する作家、ヘ
ンリー・フィールディング Henry Fieldingとローレ
ンス・スターン Laurence Sterneの名文選を 1 巻に
まとめた本がある。「ドクター・ジョンソン」こと
サミュエル・ジョンソン Samuel Johnsonの、我が
国における研究者として著名な中原章雄先生（立命
館大学）からお借りしたものである。これによって
名文選の内容がよく分かる。
　この合本の名文選の書誌的記述をみれば次のよう
になる。

　　The Beauties of Fielding; carefully selected 

from the works of that eminent writer. To which is 

added some account of his life. The third edition. 

London. Printed for G. Kearsley, Fleet Street.1782.
　　［with:］ The Beauties of Sterne; including all 

his Pathetic Tales, & most distinguished 

observations on life. Selected for the heart of 

sensibility ... The seventh edition, with considerable 

additions. London. Printed for G. Kearsley, Fleet 

Street. 1783.
　　Third and seventh editions. Two works in 

one volume, 12mo, engraved title and pp. xvi, 

203,［1］ advertisements; engraved title and pp. 

27,［1］, 284; contemporary calf, neatly rebacked, 

preserving old morocco label.

　フィールディング名文選は 1782 年の第 3 版、ス
ターンのそれは 1783 年の第 7 版、いずれも出版者
はロンドン、フリート街 46 番地の G. Kearsley、上
記のシェイクスピア以下の文集の出版元である。版
型は八つ折り、子牛皮の装丁、背張りは新しく張り
替えられているが古いモロッコ皮のラベル（張り外
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題）は残されている。価格はいずれも半クラウンと
ある。

そこにこそ感じやすい心の在り処があるのだ―」 
 （「ブールボネ地方」）

　『センチメンタル・ジャーニー』が出た 1768 年の
時点では、タイトルにある ‘Sentimental’という
言葉の意味が世間には通じなかったというほど新奇
な表現であった。それは、‘Sensibility’とともに
新しい感性の時代の始まりを宣言するものであった。
18 世紀のイギリスの時代思潮は、前半期の「古典
主義」あるいは「理性の時代」から後半期の「感情、
感受性の時代」へと大きく展開したのである。この
思潮は、やがて「ロマン派」の文学やジェイン・オ
ースティンなどの感受性の文学へと引き継がれてゆ
くものである。名文選の出版もまさしくこうした時
代の推移を映すものであったと言える。
　スターンの版で特徴的なのは、編集者が ‘W. H.’ 
のイニシアルで出ており、神聖ローマ皇帝ヨーゼフ
Ⅱ世（1765⊖1790）への献辞が付されていることで
ある。スターンの人気が、ヨーロッパ大陸、ことに
フランスやドイツにおいても広く及んだことを間接
的に示唆していると思われて興味深い。編集者につ
いては未詳である。
　なお、この合本のフィールディングのタイトル頁
には手書きで‘Roberta 1789 Watts’なるセピア色
のインクによる署名がある。しかも数字の‘17’
と‘89’の間には円形の肖像画の上弦の線が食い
込んでいるという形である。おそらく本人が蔵書票
の代わりに書き込んだものと思われる。この女性が
どこの誰であるのか勿論不明であるが、この署名は
名文選が男子の教育用にのみ出版されたものではな
いことを証明していると言ってよい。ちなみにフィ
ールディングの本文の最後に Kearsleyによる広告
の頁（p. 204）が付けられている。そこには次のよ
うな宣伝文句が並べられている。

　「フリート街 46 番地、Ｇ．キアスレイよりの新刊
書案内：
　　『ジョンソン博士名文選』
　　『ゴールドスミス博士名文選』
　　『ワッツ博士名文選』および
　　『スターン氏名文選』
　版型はポケットサイズ、価格は各半クラウン、そ
れぞれの作家の伝記および小奇麗な肖像の彫版画付
きです。／これらの選集は、本来青年子女のいずれ
にも利用してもらうよう意図されたものであります

フィールディング名文選

　フィールディングの方の表紙には、本人の肖像の
版画が載せられているが、スターンの方は同じく本
人の肖像版画があるほかに、『センチメンタル・ジ
ャーニー』A Sentimental Journey （1768） からの 

‘Dear Sensibility!’の以下の一節が引用されている。
主人公の牧師ヨリックは、フランス旅行を思い立っ
てパリからリヨン近くまで来たところである。その
直前に物狂いの女性マライアとのパセティックなや
り取りを経験している。この旅行記の特徴は、カレ
ーでもアミアンでもパリでも、外界の風景というも
のは徹底して主人公の視界から省かれ、ただ出会い
の場の女性や小動物とのセンチメンタルな交流だけ
に集中するところにある。マライアの印象が心の中
から遠ざかったところのヨリックの感懐が述べられ
る箇所である。

　　‘Dear Sensibility! Source inexhausted of all 

that’s precious in our joys, or costly in our sorrows!

thou chainest thy martyr down upon his bed of 

straw ― and ’tis thou who lifts him up to 

HEAVEN― eternal fountain of our feelings!―’
tis here I trace thee―’ （The Bourbonnois ）
　「ああ、感じやすい心よ！　われらの喜びの内な
るすべての貴重なもの、われらの悲しみの内なる　
すべての価値あるものの、尽きることなき源泉よ！　
汝は、その殉教者をわらのしとねに縛り付けておき
ながら―しかも彼を天に昇らしめるのだ―その
天こそわれらの感情の絶えざる源というものだ！　
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が、すべて読者の区別なく、面白くもあり同時に教
育的でもあるという意味も込められています。これ
らは知識をふやし、想像力を楽しく活気づけてくれ
ます。／この文集の販売部数が大きく伸びている事
実は、正にこれらの書物の価値を強力に証明するも
のです。いずれも既に数回版を重ねており、第一級
の名門の教育機関 （Schools and Academies）で採
用されています。／種類としては少ない出版ではあ
りますが、有益な知識を得、楽しみもまた合理的に
得られる英文学の最高かつ完璧な図書館を提供致し
ます。各選集は分売可。『スターン氏名文選』の場合、
不適切な表現は慎重に省かれています。／『ポープ、
スウイフト名文選』は、来月出版されますが、この
選集シリーズをこれ以上拡大させることは編集者の
意図ではありませんので、これによって編集者の計
画は完了します。」

　最後の一文の意味するところは不明であるが、ス
ターン名文選について「不適切な表現」を除外した
という文言は興味深い。シェイクスピアが 18 世紀
において改作された問題と同根の問題が、スターン
の場合にもあることを示唆している。青年子女に読
ませるには具合の悪い性的表現や罵詈雑言の類は、
文学作品の魅力でもあるが、教育的側面からは省か
ざるをえないという編集者の判断もまた理解できよ
う。時代の道徳的制約は、現代とは比較にならない
ものがあった。
　実際のところ、「スターン名文選」の中からは、『ト
リストラム・シャンディ』開巻冒頭の章（シャンデ
ィ夫妻の寝室の現場を描く）や、第4巻 27章の「フ
ュータトリアスと焼き栗事件」、第 4 巻 17 ～ 18 章
の「トリストラム 5歳時の上下窓枠落下事件」とい

った、笑うべき性的ほのめかしに満ちた挿話は、選
集から除外されているのである。

フィールディングとスターンの名文選

　ここでフィールディングとスターンの名文選をそ
れぞれ覗いてみることにしよう。フィールディング
の文集の目次は、上述のようにアルファベット順に
並べてあるが、いま‘A’の項目のみを挙げてみる。
括弧内に引用された作品名を付す。

Avarice（Miser; A Journey from this World to 

the next）［Page 1］
Anxiety（Amelia）［2］
Ambition （Tom Jones; Dialogue between 

Alexander and Diogenes）［3］
Admiration（Amelia; Essay on Conversation）
［4］

Abilities（Life of Jonathan Wild）［5］
Affliction（Amelia）［ ib.］
Affectation（Preface to Joseph Andrews）［6］
Absence（Amelia）［ ib.］
Anger（Tom Jones）［7］
Adultery（Amelia）［8］
Adversity（Amelia; Covent Garden Journal）
［10］

Adversity, a Soliloquy on it（Jonathan Wild）［12］
Author（Preface to the Voyage to Lisbon）［18］

　アルファベット順を厳密に守っていないところが
面白いが、フィールディングの文章には格言風の表
現が多いということが如実に表れている。例えば、
Avarice（強欲）の項の Miser（「守銭奴」：モリエー
ルからの翻案劇で 1733年の作品）からの引用は、「一
般に困窮はすべての悪習の結末であるが、強欲はも
っぱらその結末に向かうらしい」という。また、『こ
の世からあの世への旅』からの一文は、「強欲な人
間の心にいつも苦い思いをさせる二つの心配ごとが
ある。一つは、もっと富を得ようとする絶え間ない
精神の飢えかわきであり、もう一つは既に獲得した
ものを手放すことへの不安である」という。この二
つの引用に見られる明らかな「教訓主義」
didacticismは、18 世紀イギリス文学の特徴として
多くの作家に共通する要素である。
　スターン名文選の場合の‘A’の項目は以下の順スターン名文選
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になっている。括弧内は出典箇所、便宜のために番
号を付す。

1． The Ass（Tristram Shandy, Vol. IV, Chap. 

13）
2 ． The dead Ass（A Sentimental Journey, p. 

74）
3 ． Humouring immoral Appetites（Sermon, 

XXXVII, p. 13）
4 ． Humouring certain Appetites（Sermon, 

XXXVII, p. 131）
5 ． Tribute of Affection（Tristram Shandy, Vol. 

II, Chap. 27）

　ちなみに『トリストラム・シャンディ』からの引
用は全部で 24 ケ所、『センチメンタル・ジャーニー』
からは 22 ケ所、『説教集』からは 82 ケ所もあって、
国教会の牧師でもあったスターンの当時の人気ぶり
を偲ばせる。ただし、フィールディングの場合のよ
うに以上の順で頁が構成されているわけではない。
読者は、興味あるトピックを目次から自由に探して
著者の原文の箇所に出会う形になっている。
　ところでこのリストにはテクストの出典箇所に関
して誤解を招くところがある。本文に 3ヶ所付けら
れた‘Advertisement’の一つに、典拠としたテク
ストについて、「最近の 10 巻本のエレガントなロン
ドン版全集」という記述がある。ケンブリッジ大学
図書館カタログ（オーツ・コレクション）やブリテ
ィッシュ・ライブラリの 18世紀カタログ（ＥＳＴＣ）
によれば、この 10 巻もののスターン全集というの
は次のものであろう。

　　The Works of Laurence Sterne…with a life 

of the author written by himself. London: W. 

Strahan, etc., 1780. 10vol.; plates; port. 8vo.

　なお、1783 年（スターン名文選の刊行と同年）
にも同全集出版の記録がある。1780年版の出版者が、
W. Strahan, J. Rivington and sons, J. Dodsley, G. 

Kearsley, T. Lowndes, G. Robinson, T. Cadell, J. 

Murray, T. Becket, R. Baldwin, T. Evans の 11社（名
文選の出版者 G. Kearsley が入っているのに注目）
であるのに対して、1783年版は、同じく 11社だが、
Kearsley に代わって‘B. Law’なる出版者が入っ
ている。Kearslry 本人が加わった 1780 年版を典拠

として名文選が編まれたことは大いに可能性がある。
　ところで上記 5項目のうち、現行のテクスト（例
えばオックスフォード版）によって引用箇所の異動
を確認すれば次のようになる。
1 の Tristram Shandyは、同書第 7巻第 32 章
2  のA Sentimental Journeyの箇所は、“Nampont. 

The Dead Ass.”の章
5 の Tristram Shandyは、同書第 3巻第 34 章

　ちなみに 2の引用は、「ナンポン．死んだ驢
ろ　ば

馬」
の挿話のすべてを収録している。『センチメンタル・
ジャーニー』に顕著な感傷主義が発揮される代表的
な物語である。『トリストラム・シャンディ』から
の二か所の引用も、重荷を背負わされた驢馬への、
ユーモアに満ちた同情と慈悲の感情（benevolism）
と、人情味あふれる人物として登場するトウビー叔
父の善良さへの敬愛の情とが表明された箇所である。
　フィールディングとスターンの作風は、前者がト
ム・ジョウンズやジョウゼフ・アンドルーズといっ
た明朗闊達な主人公像によって、また後者がウオル
ター・シャンディの「博学の機知」による奇矯さや
トウビー叔父の厚い人情による博愛主義によって特
徴づけられるように、それぞれ独自の喜劇的世界を
表わしているが、両者の名文選の例から考えられる
ことは、作風は違っていても彼らの作品が示す諸「徳
目」にはより広い世間に向けてのメッセージ性が認
められるということである。スターンの「説教集」
からの多数の引用は、より端的にキリスト教的モラ
ル・レッスンが意図されている。そこに編集者の姿
勢の一端が表われていると言えよう。

多彩な名文選

　Kearsley の広告にもあるように、名文選の作家は
限られていたと考えられるが、実際にはそんなもの
ではなかった。試みに、ブリティッシュ・ライブラ
リーのShort Title Catalogueでタイトルに “Beauites”
を冠した書物を探してみると、その数は優に 440 点
を超えていて圧倒されるほどだ。イギリス文学史の
トピックになりうる文人たちに限って例示してみる
と次のようなものがある。括弧内に 18 世紀マイク
ロフィルム資料のリール番号を付す。

1．The Beauties of Swift. London: G. Kearsley, 

1782. 12mo. ［ reel 11017; no. 01］
2 ．Beauties of the Muses. Worcester, Mass.: I. 
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Thomas, 1793. 12mo.［ reel 14590; no. 05］
3 ．Tristram Shandy’s bon mots, Repartees, 

odd Adventures, And Humorous Stories. 

London: E. Cabe, 1760. 8vo.［ reel 12522; no. 

01］
4 ．The Beauties of Samuel Johnson, LL.D. 

consisting of maxims and observations, 

Moral, Critical, and Miscellaneous. 

London: G. Kearsley, etc., 1797. 12mo. ［ reel 

4347; no. 07］
5 ．The Beauties of Methodism, selected from 

the works of the Reverend John Wesley. 

London: J. Fielding, etc., 1785? 12mo. ［ reel 

16976; no. 01］
6 ．The Beauties of Kotzebue; Containing the 

most Interesting scenes, sentiments, 

speeches, &. London: Crosby and Letterman, 

1800. 12mo. ［ reel 1528; no. 34］
7 ．The Beauties of Milton, Thomson, and 

Young. London: G. Kearsley, 1783. 12mo. 

［ reel 14277; no. 04］
8 ．The Beauties of Pope. Dublin: Company of 

Booksellers, 1783. 12mo. ［ reel 12517; no. 

06］
9 ．The Beauties of Rousseau; selected by a 

lady. 2vols. London: T. Hookham, 1788. 8vo. 

［ reel 971; no. 04］
10． The Beauties of the English Drama; 

digested alphabetically according to the 

date of their Performances. London: G. 

Robinson, 1777. 12mo. ［ reel 5845; no. 02］
11． The Beauties of the late Right Hon. 

Edmund Burke. London: printed by J. W. 

Myers, 1798. 8vo. ［ reel 17196; no. 11］
12．The Beauties of History; or, pictures of 

virtue and vice; drawn from examples of 

men eminent for their virtues, or 

infamous for their vices. Selected for the 

Instruction and Entertainment of Youth. 

By the late W. Dodd, LL.D. London: Vernor 

and Hood, etc., 1800. 12mo. ［ reel 7082; no. 

02］
13．The Beauties of the Spectators, Tatlers, 

and Guardians, connected and digested 

under alphabetical heads. London: J. and 

R. Tonson, etc., 1753. 8vo. ［ reel 1592; no. 

04］

　名文選の中にスウイフト⑴やポープ⑻、ミルトン、
トムソン、ヤング⑺らが入っているのは当然であ
ろう。2を含めて英語文化の中で詩人が重視され、
かつ愛好されもするという伝統を確認することが出
来る。また演劇のジャンル⑽も歴史のジャンル⑿も
イギリス人が好きな分野であることの証拠である。
6のコツエブー（アウグスト・フォン、1761⊖1819）
は、ドイツの劇作家で、センチメンタルな作品で知
られ、イギリスでも流行した。インチボールド夫人
が 彼 の ‘Das Kind der Liebe’ を 翻 案 劇 Lovers’ 

Vowsとして訳し、それをジェイン・オースティン
が『マンスフィールド・パーク』の中の重要な場面
で活用していることは有名な話である。5は、英国
国教会内の革新を目指した、いわゆる「メソジスト
派」を起こしたウエズレーの名文選。宗教家の文章
（説教）もまた多く受け入れられる素地がイギリス
社会の中にあったということを示している。18 世
紀のジャーナリズムを代表する「スペクテイター」
や「タトラー」などの記事・随筆もまた社会のオピ
ニオン・リーダーとして広く認知されていたのであ
る。11 のエドマンド・バークは、『フランス革命論』
で知られる当代一の知識人だった。文壇の大御所サ
ミュエル・ジョンソンの主宰する「文学クラブ」の
メンバーで、ボズウエルの『ジョンソン伝』の中で
その存在が活写されている。
　これらのわずかな例を見ても、名文選というもの
が一つのジャンルをなして広く受け入れられていた
ことが分かる。しかもそれは、イギリス国内のみな
らず新生アメリカにおいても刊行されたのである。
　ところで 21 世紀のわれわれは、マイクロフィル
ムのデータや、15 世紀から 17 世紀の英語文献を網
羅する EEBO、さらには 18 世紀刊行物を網羅する
ECCOといった電脳空間のデータベースなどによっ
て、古い文献をマイクロフィルム・リーダーやパソ
コンの画面上で読み、コピーを取ることも出来る。
かつては考えられなかった状況である。かくして国
内にいながらにしてデータへのイージーアクセスは
可能になったが、それらのデータをどう活かすかが、
われわれ英語文化圏に関わる研究者に突きつけられ
ている問いである。

 （さかもと　たけし　文学部教授）




